伊勢神宮参詣　松尾芭蕉と西行法師 by 恒松 侃
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元禄二年（１６８９）八月二十日頃、奥の細道旅行全行
程六百里を踏破して、美濃国大垣に到着した松尾芭蕉は、約二週間休養を兼ねて当地に逗留していたが、紀行文『奥の細道』によれば、 「旅のものうさも、 まだやまざるに、長月六日になれば、伊勢の
せん
宮ぐう
おがまんと（長旅の疲れも
まだ抜け切っていない重い気分ながら、九月六日になっので、十日の伊勢神宮の遷宮式を拝もうと） 」 九月六日大垣船町川湊より船に乗って水門川を下り 伊勢に向かっ 。伊勢到着は十一 、内宮の遷宮式は既に終わっていた。だが十三日の外宮の第四十六回式年遷宮の儀式を拝する事が出来、 この時に詠まれた句が、 「尊さに皆おしあひぬ御遷宮」である。この句 句碑が、平成二十五 （２０１３）四月十四日、第六十二回式年遷宮式に併せ 、ＪＲ参宮線伊勢市駅前広場に建立された。黒御影石 大変美し 句碑であ
る。この句碑も合わせて、現在伊勢市内には、芭蕉の句碑が八基建立されている。その八基のうち七基は、芭蕉が伊勢に来て詠んだ である。１．道の辺の木
むくげ
槿は馬に喰はれけり
　　　　　　
貞享元年
　
野ざらし紀行
　　　
詠句場所
　
馬上吟
　
佐夜中山付近
　　　
句碑
　
伊勢市岡本三丁目豊宮崎文庫跡
２．何の木の花とは知らず匂哉　　　
元禄元年
　
笈の小文
　　　
詠句場所
　
伊勢山田
　　　
句碑
　
伊勢市岡本一丁目祖霊社境内
３．藪椿門
かど
は葎の若葉哉
　　　
元禄元年
　
真蹟詠草
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詠句場所
　
二乗軒（伊勢市船江大江寺境内草庵か）
　　　
句碑
　
伊勢市船江三丁目瑞泉院境内
４．神垣やおもひもかけず涅
ね
槃はん
像ぞう
　　　
元禄元年
　
笈の小文
　　　
詠句場所
　
伊勢神宮外宮の館
たち
　　　
句碑
　
伊勢市朝
あさ
熊ま
山やま
金剛証寺境内
５．
あき
の風伊勢の墓原なほすごし
　　　
元禄二年
　
花はな
摘つみ
　　　
詠句場所
　
伊勢中村
　　　
句碑
　
伊勢市一之木一丁目常明寺境内
６．門
もん
にいれば蘇鉄に蘭の匂哉
　　　
元禄二年
　
笈日記
　　　
詠句場所
　
伊勢浦口守栄院
　　　
句碑
　
伊勢市浦口町法住院境内
７．うたがふな潮
うしほ
の花も浦の春
　　　
元禄二年
　
泊船集
　　　
詠句場所
　
二見が浦
　　　
句碑
　
伊勢市二見町二見浦海岸
８．尊さに皆おしあひぬ御遷宮　　　
元禄二年
　
真蹟懐紙
　　　
詠句場所
　
伊勢神宮外宮
　　　
句碑
　
ＪＲ参宮線伊勢市駅前広場
　
松尾芭蕉は伊勢に来て二十四句詠んでいる。貞享元年
（１６８４）に四句、元禄元年（１６８８）に十三句、そして元禄二年（１６８９）に七句である。注釈書等に記載されている松尾芭蕉の伊勢旅行は、貞享元年野ざらし紀行旅行の時、 元 笈の小文旅行、そして元禄二年奥の細道旅行後の三回である。だが実際は松尾芭蕉は、六回以上伊勢を訪れている。それを証明するものとして、貞享五（１６８８）二月記述の俳文伊勢参宮（何の木の花の詞書、出典花はさくら）に、 「貞享五
いつ
とせ如月の末、伊勢に詣づ。
此この
御おん
前まへ
のつちを
踏ふむ
事、今
五いつ
度たび
に及び侍りぬ。 」とあり、こ
の五度に元禄二年九月の参詣を加えると、合計六回芭蕉伊勢に赴き、伊勢神宮に参詣した事にな　
松尾芭蕉は江戸下向以来、俳諧活動の拠点になった地域
以外は、その訪問した地に数日間、十数日間滞留する事はあっても、再度訪問する事 なかった。足掛け六箇月の日数と、六百里の行程をかけ 奥の細道 おいても、その旅行中に日程の都合上再度訪問した場所はあっ も、旅行後改めて訪問する事はなかった。そ 芭蕉に対 て西行法師は、 例えば奥州旅行を、 康治二年（１１４３ 春頃と、四十二年 の文治二年（１１８６）七月頃と、二度行っいる。　
松尾芭蕉の江戸下向後の、俳諧活動等による多数回滞留
箇所及び滞留回数 次の表の如く七箇所である。
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多数回滞留箇所
滞留回数
伊賀上野帰郷大津滞留京都滞留膳所滞留名古屋・熱田・鳴海滞留伊勢滞留大垣滞留
十二回十二回十一回　
七回
　
六回
　
六回
　
四回
　
松尾芭蕉は貞享五年二月の俳文伊勢参宮によって、伊勢
神宮に六回参詣した事になっているが、実際はこの回数以上に、伊勢神宮に参詣していたのではなかろうか。その理由として、松尾芭蕉は、寛文十二年（１６７２）春江戸下向以来、前表が示す如く、郷里伊賀上野に十二回帰郷している。この十二回の帰郷の中で、僅か数日間滞在したものもあれば、一箇月滞留が二 、二箇月以上滞留が二回、三箇月滞留が一回ある。勿論この長期滞留中 俳事を重ねたり、郷里において何かと忙しい日々を送る事が殆どであったかと思われる 、 貞享五年帰郷中、 「伊賀の山家に りて」と題して 「手鼻かむ音さへ梅のさかり哉」 （蕉翁句集・土芳編）と詠んでおり、このような長閑な伊賀上野 の句もある。
　
松尾芭蕉は伊賀上野滞留中に、何回かは伊勢参宮を行っ
ていたのではなかろうか。元禄時代津を経由して、伊賀上野から神宮までの伊勢街道は既に整備されており、伊賀上野からの伊勢参宮 、 大変しやすかったのではなかろうか。伊勢は俳諧の祖である荒木田守武ゆかりの地であり、従って神宮神官や御師達に俳諧を嗜む者が多く、芭蕉の門人等も多く、俳諧興行等も
しばしば屢行われていたようである。
　
三重県津市柳山津興に、阿漕塚という塚があり、石碑が
建てられている。津市の指定史跡 なっていて、伊勢参宮名所図会に収録されていて、そ 阿漕塚について津市観光協会は、次のような内容の、阿漕塚 由来と題した掲示板を、塚の傍らに建てている。　
この塚の近くの阿漕浦海岸は、伊勢神宮御用の禁漁区
で、魚 捕獲する事の出来な 場所になっていたが、平治という親孝行な漁夫は、矢
や
柄がら
という魚が母の病気の妙薬で
あると聞いて、禁制を犯し 柄を捕った為捕えられて、法によって簀巻にされ、沖深く沈められた であると、その掲示板に記し ある。 「あこぎだ（やり方がひどすぎる） 」という言葉の語源に った事件で、後に土地 人々が平治の霊を慰め、孝心を讃える為に阿漕浦近くのこの場所に、建立期日はは きりしないが が築かれ 天明二年（１７８２）この塚の上に阿漕塚碑が建てられ、その塚に
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は現在でも献花が絶えない。　
松尾芭蕉は期日は未詳であるが、勿論石碑建立以前であ
るが、伊勢参宮の途中そこを訪れ、 「月の夜の何を阿古木に啼く千鳥」と詠んだ。大変有名な句であるが、この句は野ざらし紀行にも、笈 小文にも収録されていない。松尾芭蕉の他の句集にも収録されていない。塚が築かれている阿漕塚公園には、松尾芭蕉のこの句の句碑が建立されてる。文化十三年（１８１６）建立と、句碑の背面に記さている。 平治伝説は謡曲阿漕 して戯曲化されているので、芭蕉は早くからこ 伝説を知っており、伊賀上野から伊勢神宮参詣の途次、この塚 立ち寄って句を詠んだものであろう。　
松尾芭蕉の神仏への参詣の念は強く、鹿島紀行の如く参
詣だけを目的とした旅行もあれば、名古屋・熱田・鳴海に滞留中は必ず熱田 に参詣し、笠寺 天林山笠覆寺、名古屋円頓寺、 新道の法蔵寺、 大曽根成就院 （現妙見山了義院）等、数多くの神社・寺院に参詣している。松尾芭蕉の奥の細道旅行目的は、 能因法師や西行法師等の歌枕探訪、 東北 ・北陸各地で俳事を重ねる事にあったが 曽良隨行日記の記録によれば、奥の細道旅行中芭蕉は、五十三箇所の神社・寺院に参詣している。これら五十三箇所の神社・寺院参詣は、勿論宿泊を目的として立ち寄り、参詣 所も数箇所
はあるが、六月三日から六月九日にかけて登頂した出羽三山（羽黒山・月山・湯殿山）参詣は、単なる物見遊山的参詣では、果たし得ない登頂である。三山 対する強い信念と信仰心がなければ、絶対に参詣する事 出来 い。羽黒山は現世を意味す 山で標高は四一四ｍ、月 は死の世界を意味する山で標高は一九八四ｍ、そして湯殿山は再生を意味する山で標高 一五〇〇ｍ。何れも険しい山々で 壮年を過ぎ旅に疲れた体で登るには あまりにも厳しく険しく、芭蕉は奥の細道に月 参詣の事を 「雲霧山気の中に氷雪を踏
ふん
でのぼる
こと
八里、更に日
じつ
月げつ
行ぎやう
道だう
の雲関に入
いる
かとあ
やしまれ 息絶へ身こゞへて頂上に至れば、日没
ぼつし
て月あら
はる。笹を鋪、篠を枕として、臥
ふし
て（雲や霧や山の気配の
満ち満ちた中に 凍った雪を踏んで行く。八里程登ると更に太陽や月の通り道である雲の中に入ってしまうのではいかと怪しく思われる程で、息が出来なくなり、体も凍えてしまう。頂上に着くと太陽が沈み、月が昇 来る。笹を敷き篠を枕に て寝る。 ） 」と記している。芭蕉は奥 細道旅行出発当初から、出羽三山参詣を望 強い信念と厚い信仰心でもって、登頂参詣を果たしたのであろう。　
五月十七日松尾芭蕉は尾花沢に到着し、鈴木清風を訪ね
ている。その時の事を奥の細道に、 「尾花沢にて清風
云いふ
ものを尋ぬ。かれハ富
とめ
るものなれども、心ざしいやしから
ず。都にも折かよひて、さすがに旅の情をもし たれ
− 62 −
バ、日比とゞめて、長途のいたはり、さま〴〵にもてなし侍る（尾花沢で清風という者を訪ねた。この人は金持ちではあるが 金持ちにありがちな心の卑しさがない。また都にも折々往来して旅の気持ちも知っているので、自分達を何日も引きとめ 長旅の労をねぎらい、 ろいろともてなしてくれた） 」とあり、曽良隨行日記にも五月十七日清風宅に到着し、翌十八日に 養泉寺に移り、二十一日、二十三日は清風宅に宿泊するが、他の日は養泉寺で俳事を重ねていた事が記されてい 。結局は芭蕉は七日間養泉寺で過ごす事になるのだが、このように宿泊し俳事を行う事も、寺院参詣の理由なのである。清風が芭蕉を養泉寺に案内した理由は、地元尾花沢の多くの俳人達 気楽自由 芭蕉を訪ね 俳事を重ねる 出来るようにとの配慮によるものと伝えられている。そ や尾花沢の人々の勧めによって、予定外 はあったが立石寺 参詣し、 名句「閑
しづか
さや岩にしみ入
いる
蟬の声」を詠んだのであった。
　
伊勢神宮は、松尾芭蕉にとって、決して参詣しやすい神
社ではなかった。貞享元年（１６８４）八月二十日頃、芭蕉は野ざらし紀行旅行中、十日間伊勢に滞留している。その時の様子が、野ざらし紀行に記されている。　　
松葉屋
風ふう
瀑ばく
が伊勢に
有あり
けるを
尋たづね
音おと
信づれ
て、十日
計ばかり
足を
とゞむ。腰間に寸鉄をおびず 襟
えり
に一
いち
囊なう
をかけて、手に
十八の珠
たま
を携
たづさ
ふ。僧に似て塵
ちり
有あり
、俗にゝて髪
かみ
なし。我僧
にあらずといへども、浮
ふ
屠と
の属
ぞく
にたぐへて、神前に入
いる
事こと
をゆるさず。 （松葉屋風瀑がちょうど伊勢に居合せたのを尋ねて行って、十日ほど滞在した。私の姿は、腰に短刀一つ差さず、首に頭
ず
陀だ
袋ぶくろ
をかけ、手に数珠を持ってい
る。僧のようだけれども、俗人めいており、俗人のようでいて頭に髪 結っていない。そんな格好の私は、僧ではないのだが、 わな ものは僧侶の仲間とみて神前に入ることを許されない。 ）
　
神道に 二つ 系統がある。唯一神道と称する系統と、
両部神道と称する系統である。唯一神道と称する系統は、儒教や仏教等の他の宗教の教義を一切取り入れない、純粋の神道を主張する派で、神仏混淆を嫌う。伊勢神宮はこの唯一神道系統に属し、従って僧尼及び僧尼らしき風体をしている者が、神前に額づく事を拒否して、ど しても参拝を希望する者に対しては、 僧尼拝所が設けられているから、そこから遥拝する事になっていた。内宮の場合は現在の風
かさ
日ひの
祈みの
宮みや
橋ばし
の辺りから、外宮の場合は多賀宮付近から遥拝す
る事になっていた。松尾芭蕉は俗人であるが、剃髪をし頭陀袋を下げていたので、僧侶と見なされた。　
両部神道は神仏一体を説く派で、 神と仏とは同体であり、
天照大御神は大日如来であると説く本地垂迹説に基づく信仰を取り入れている。松尾芭蕉が最も心を許す八幡神社系
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統は、この派に属している。八幡神社系統は、僧尼の神前参詣に対しては非常に寛容である。　
松尾芭蕉は元禄三年（１６９０）四月六日から七月
二十三日まで、大津国分山幻住庵に滞留した。その入庵に当たって、幻住庵記（ 『猿蓑』所収本）冒頭に、次の如く記している。　　
石山の奥、岩間のうしろに山有
あり
、国分山と云
いふ
。そのか
み国分寺の名を伝ふなるべし。麓に細き流
ながれ
を渡りて、翠
微に登る事三曲二百歩にして、八幡宮たゝせたまふ。神体は弥陀の尊像とかや。唯一の家には甚
はなはだいむ
忌なる事を、両
部光を和
やはら
げ、利
り
益やく
の塵
ちり
を同じうしたまふも又貴
たふと
し。日
ひ
比ごろ
は人の
詣まうで
ざりければ、いとゞ神さび物しづかな
る
かたはら傍に、
住すみ
捨すて
し草の戸有
あり
。よもぎ、根笹軒をかこみ、屋ねもり壁
落おち
て、狐
こ
狸り
ふしどを得たり。幻住庵と云。 （石山の奥で、
岩間山の後ろに山がある。名を国分山と言う。昔 国分寺のあったのがこ 辺であるが、そ えているのであろう。麓 細い流れ 渡り、山の中腹へ登る事三曲り二百歩程で、八幡宮が建ってい 。御神体は阿弥陀の尊像だとか。唯一神道の家では甚だ嫌う事であるが、このお社は神仏一体の両部神道で、神と仏が互いに鋭い光を和らげ、俗塵の中で利益を施して下さる事も、また尊い事である。普段は参詣する人もな ので、大変神々しく物静かであって、そ 傍らにある人の住み捨 た草庵
がある。蓬や根笹が生い茂って軒を囲み、屋根は雨漏りがし、壁は落ちて狐や狸がよい寝場所にしている。名を幻住庵という ）
　
幻住庵の傍らに現在でも神社が鎮座しているが、この神
社が八幡神社（近
ちか
津つ
尾お
八幡社）なので、芭蕉が安堵してい
る様子をうかがう事が出来る。　
平成十九年（２００７）二月二十二日、全国における神
社鎮座数は四〇四〇四社であると、神社本庁の全国神社祭祀祭礼総合調査のデータ 、朝日新聞朝刊に掲載された。その鎮座数の内訳で、最も鎮座数の多いのは八幡社系列神社で七八一七社、次い 伊勢神宮系列神社で、鎮座数が四四二五社であると記載されている。八幡 系列 の鎮座数が、伊勢神宮系列神社の鎮座数の凡そ二倍 あ という事は、それだけ八幡社関係神 の信者 多いという事にならないか。そして伊勢神宮 神仏混淆を嫌う唯一神道制度に対して、反発不満を抱いている者が多いという事を意味していないだろうか。江戸時代、あ 有名な僧侶 の制度に反発して、内宮正宮直前に近づこうとして禰宜達に阻止されて、結局は従わざるを得なかった いう話が翁草（安永七年・１７７８刊）に収録されているという。　
伊勢神宮に対する信仰心が厚い西行法師が、 「大神宮御
祭日詠める」と題して「何事のおはします ばしらねどもかたじけなさに涙こぼるる」と詠んだと伝えられ、西行法
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師家集（西上人集・延宝二年・１６７４刊）に収録されていると伝えられているが、神前に近付けないはずの西行法師が、どうしてこのような感極まる歌を詠む事が出来たのであろうか。江戸川柳に、 それは付
つけ
鬢びん
と称する鬘
かずら
を被って、
西行法 は神前に額づき、その鬘は御師の戸棚に用意されていて、西行法師は一般の人々に混って参詣したであろうとし、江戸川柳（誹風柳多留）は「付鬢で涙こぼるる歌を詠み」と、西行法 の参詣の様子を伝えている。だが西行法師の伊勢神宮参詣は、僧尼拝所か 遥拝、付鬢によ参拝だったであろうか。そして西行法師の時代、 僧尼拝所遥拝所は存在していたであろうか。　
千載和歌集巻第二十神祇歌に、西行法師の次の歌が収録
されている。
高野の山を住みうかれて後、伊勢国二見浦の山寺に侍りけるに、大神宮の御山をば神路山と申す、大日如来の御垂跡を思ひてよみ侍りける。円位法師
　
深くいりて神路の奥を尋ぬれば
　
又うへもなき峯のまつ風（一二七五番）
（国歌大観
　
角川書店刊）
　
円位法師とは西行法師 事である。法名の事である。右
の歌の詞書「大日如来の御垂跡（迹） 」 、両部神道の思想であって、西行法師はこの思想でもって、右の歌を詠んだ事になる。
　
西行法師の神道に対する思想は、本地垂跡（迹）思想で
あって、 西行法師はこの思想でもって伊勢神宮参拝に臨み、神前に額づいて参詣したのではなかろうか。そして当時の伊勢神宮には 僧尼拝所や遥拝所等は設けられてはおらず、僧尼達は直接神前に進み出て、額づく事が出来たので なかろうか。西行法師も直接神前に進み出て、その
かたじけ忝なさに
心打たれ、涙がこぼれ出たのではなかろうか。　
十数年程前の事である。初詣でで内宮に参詣した時、突
然背後正宮石段下で御詠歌を唱える声が て、吃驚仰天し思わず振り返ってみると、十数人の老婦人が全員揃いの黒い紋付き羽織を来て、手に数珠を鳴らして合唱し いた。御詠歌は仏教信者が仏の徳を称えて合唱するものであると心得て たから、最も神々しい場所で る内宮正宮直 でその響きを聞こうとは、夢にも思っていなかったから、腰を抜かさんばかりに驚いた事は言うま もない。しかし今考えてみると、その老婦人の一団は、両部神道関係の信者の団体であって、天照大御神を大日如来として らえ、御詠歌を合唱していたのかもしれない。　
伊勢神宮は江戸時代には既に唯一神道に属していたか
ら、 従って松尾芭蕉は野ざらし紀行で記している如く 「腰間に寸鉄をおびず、襟に一囊をかけて、手に十八の珠を携ふ」とあるから、僧侶とみなされて、神前 額づく が許されなかった。 このような状態に置かれている松尾芭蕉
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全く思いがけない情景に出会った。元禄元年の笈の小文旅行で、同伴者坪井杜国と落ち合う為に、伊勢に赴いた時、外宮の神垣の辺り、 外宮の館
たち
で涅
ね
槃はん
像ぞう
を拝する事が出来た。
外宮の神垣の辺りは、最も仏事を忌む所だと芭蕉は思っていたので、芭蕉は「神垣やおもひもかけずねはんぞう」と詠んだ。笈 小文に収録されている。　
涅槃像とは釈迦如来入滅の像（絵）の事で、二月十五日
釈迦如来入滅の日、各寺院でこの像（絵）を掲げ、釈迦如来の霊を弔うのであるが、松尾芭蕉 図らずも、しかも外宮の館で、その涅槃像を拝する事が出来たと感動して詠んだのである。館とは伊勢神 で
み
饌け
を奉仕する最も神聖視
された童女が詰める建物であるから、芭蕉が驚き感動して句を詠む も無理はない。　
伊勢神宮への厚い信仰心を持ちながらも、法
ほつ
躰たい
人にん（僧侶）
的出
いで
立たち
である為、神前に近付く事が許されなかった松尾芭
蕉が、何故に六回以上 伊勢参詣を行っ であろうか。勿論それは伊勢神宮に対する松尾芭蕉 信仰心の厚さによるものであろうが、伊勢神 参詣 最大 原因は、西行法師との関係にあったのではなかろうか　
西行法師は治承四年 （１１８０） から文治二年 （１１８６）
にかけて、約六年間伊勢に滞在している。初めは二見浦の安養山に草庵を結び、後に神路山の山麓谷
たに
間あい
（後世西行谷
と称せられた所）に草庵を結んだとされ 西行法師
は伊勢に滞在するに当たって、次の歌を詠んでいる。本地垂迹思想に則っての歌で、山家集下雑に収録されている。　　　
伊勢に罷
まか
りたりけるに、大神宮にまゐりて詠みける
　
榊さかき
葉ば
に心を掛けん木
ゆ
綿ふ
しでて
　
おもへば神も仏
ほとけ
成なり
けり（一二二三番）
　
西行法師は伊勢滞在中に、二十五首詠んでいる。松尾芭
蕉は伊勢滞在中に、二十四句詠んでいる。芭蕉詠句二十四句のうち七句が、西行法師に因んでの詠句 ある。関係する西行法師の歌及び故事と芭蕉の とを掲げ１．深くいりて神路の奥を尋ぬれば又うへもなき峯のまつ
風（千載和歌集巻第二十神祇歌・一二七五番）（芭蕉）暮て外宮に
詣まうで
侍はべ
りけるに、
一いち
ノ
華とりゐ
表
の
陰かげ
ほ
のくらく、
御み
燈あかし
処ところ
どころ
に見えて、 「また
上うへ
もなき
峯みね
の
松風」身にしむ計
ばかり
、ふかき心を起して、
　　
みそか月なし千
ち
とせの杉を抱
だく
あらし
	 （野ざらし紀行）
２．西行法師、江口の遊女との故事。 （撰集抄）
（芭蕉）西行谷の麓に流あり。をんなどもの芋あらふを見るに、
　　
芋洗ふ女西行ならバ哥よまむ
	
（野ざらし紀行）
３．同じく西行法師、江口の遊女との故事。
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（芭蕉） その日のかへさ、 ある茶店に立ち寄りけるに、てふと云
いひ
けるをんな、 「あが名に発句せよ」と云て、
白ききぬ出
いだ
しけるに、書
かき
付つけ
侍る。
　　
蘭の香やてふの翅
つばさ
にたき物す
	
（野ざらし紀行）
４．何事のおはしますをば知らねどもかたじけなさに涙こ
ぼるる（西行法師家集）（芭蕉）西行のなみだをしたひ、 増賀の信
まこと
をかなしむ
　　
何の木の花ともしらず匂ひかな
	
（笈日記）
５．昔、増賀上人といふ人いまそかりける。あるとき只一
人伊勢大神宮に詣でて祈請し給ひけるに、着給ひける小袖衣、みな乞食どもにぬぎくれて、一重 る物をだにも身にかけたまはず、赤裸にて下向し給 ける。
	
	
（撰集抄・増賀聖故事）
　　
はだか はまだ衣更着のあらし哉
	
（笈の小文）
６．
　　
伊い
勢せ
の二
ふた
見み
の浦
うら
に、さる様
やう
なる女
め
の童
わらは
どもの集
あつ
ま
りて、わざとのこととおぼしく、蛤
はまぐり
をとり集
あつ
めけ
るを、いふ甲
か
斐ひ
なき蜑
あま
人こそあらめ、うたてきこ
となりと申
まうし
ければ、貝
かひ
合あは
せに京より人の申させ給
たまひ
たれば、選
え
りつゝ採
と
るなりと申
まうし
けるに
今いま
ぞ知
し
る二
ふた
見み
の浦のは ぐりを貝
かひ
合あは
せとて覆
おほ
ふなりけ
り
	
（山家集下雑
　
一三八六番）
（芭蕉）蛤
はまぐり
のふたみに別
わかれ
行ゆく
秋あき
ぞ
	
（奥の細道）
７．西行上人二見浦に草庵を結びて、浜荻を折りしきたる
様にて、あはれなるすまゐ、見るもいと心すさむさまなり……硯は石のわざとにはあらで、もとより水いるるところなど窪みて、硯のやうなるが筆置く所などもあるを置かれたり。
	
（西行談抄）
（芭蕉）硯かと拾ふやくぼき石の露
	
（元禄二 ・ 九 ・ 二二付杉風宛書簡）
　
西行法師を敬愛し、その足跡を辿り、西行法師の詠歌、
故事に即して句を吟じる松尾芭蕉の旅 は、伊勢にだけにとどまらず、野ざらし紀行の旅行も、笈の小文の旅行も、芭蕉の足を、西行法師の足跡に向かわせている。　
芭蕉は野ざらし紀行に、次の如く記している。吉野に赴
いて、西行庵跡 訪れた時の文章である。
西上人の草の庵の跡は、奥の院より右の方
かた
二町計
ばかり
わけ入
いる
ほど、柴
しば
人びと
のかよふ道のみわづかに有
あり
て、さがしき谷を
へだてたる、いとたふとし。彼
かの
とく〳〵の清水は昔にか
ハらずとみえて 今も
とく
〳〵と
雫しづく
落おち
ける。 （西行上人
の草庵の跡は、奥の院から右 方へ二町ほど草深い道を分け入った辺り、柴刈り 行き来する道だけが辛うじて
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通じていて、険しい切り立った谷を隔てて、向こうの山に対しているが その奥深い様は実に尊く感じられる。西行上人の歌で名高いあのと
・
く・
と・
く・
の清
・
水・
は、昔と変わ
らないと見え 、今もと
・
く・
と・
く・
と・
雫が落ちている。 ）
　
山家集無収録であり、吉野山独案内に収録されていると
伝えられているが、西行法師は吉野山の草庵で、 「
とく
〳〵と
落つる岩間の苔清水汲みほすまでもなき住居かな」
と詠んだと伝えられ、芭蕉もこの吉野の地において 露とく〳〵心みに浮世すゝ ばや」と詠んでおり、野ざらし紀行に収録されている。西行法師の 作品は誤伝だとされているが、松尾芭蕉がその事を心得ていたかどうかは不明ながら、この「とく〳〵の清水」の表現が芭蕉はとても気に入っ たと見え、米沢家本幻住庵記にも、 「たま〳〵心すこやかなる時は、
薪たきぎ
をひろひ清水をむすぶ。こしだ・
ひとつばのみどりを伝ふ く〳〵の雫を侘
わび
て、一炉のそな
へいとかろし。 」 （偶 心の元気な時には薪を拾い、清水を汲む。小羊歯や一葉の緑の葉を伝う雫に、西行法師が「とくとくの」 詠んだあの「とく 清水」の侘しさ 慕い、炉一つあるだけの軽々とした暮らしである。 ）と記している。　
西行法師は仁安三年（１１６８）十月に四国旅行に出発
し、崇徳上皇の白峰御陵に参詣し、善通寺で草庵を結び、越年して弘法大師足跡を巡礼するが 芭蕉もそれ 倣って
四国旅行を試みようとした。しかし芭蕉の健康を気遣った菅沼曲翠（膳所藩士・芭蕉門人）に止められてしまった。　
元禄二年（１６８９）三月の奥の細道旅行の行程は、二
度にわたる西行法師の奥州旅行の行程と全く一致している。奥の細道の旅行目的は、陸奥 歌枕を尋ねる事にあったが、同時にそれは西行法師の足跡を辿る事であった。西行法師の奥州旅行行程は、まず白河の関に立ち寄り、武隈の松・衣川・平泉中尊寺へと旅 進めて ったのであるが、芭蕉もその行程を進めて、日本海に沿って北陸道を歩み、美濃国大垣に辿り着いた である。　
西行法師は能因法師を慕い、 白河の関にまず立ち寄って、
能因法師の足跡を辿って陸 を歩み、松尾芭蕉は西行法師のその足跡を辿って奥 細道旅行を った。言わば松尾芭蕉の奥の細道旅行は、能因 ・西行法師の旅 の上に成り立ったのである。松尾芭蕉 奥 細道 は、その紀行文の文章から、江戸深川を出発点とし、美濃国大垣をむすびの地としているが、芭蕉 心 中 出発点は白河の関であり、むすびの地は敦賀の種
いろ
の浜ではなかろうか。
　
松尾芭蕉は平兼盛「便
たより
あらばいかで都へつげやらむけふ
白河の関はこえぬと」 （拾遺和歌集巻第六別
　
三三九番） や、
従三位（源）頼政「都にはまだ青葉にて見しかどももみぢちり志く白河の関」 （千載和歌集巻第五秋歌下
　
三六四番）
を白河の関で思い浮かべる であるが 西行法師が「白川
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の関屋
を月の洩る影は人の心を留むる成りけり」 （山家集
下巻雑
　
一一二六番）と詠み、能因法師が「みちのくにゝ
まかり下りけるに白川の関にてよみ侍りける」と詞書で述べ、 「都をば霞とともにたちしかど秋かぜぞふく
しら川の
せき
」 （後拾遺和歌集第九覊旅
　
五一八番）と詠んだ事も
思い浮かべて、 「心も なき日数
重かさな
るまゝに、
白川の関に
かかりて旅心定
さだま
りぬ。 」 （待ち遠しく心落ち着かない旅の毎
日を続けているうちに白河の関までやって来て、やっと旅に徹する心に落ち着いて来た）と奥の細道に記 いる如く、白河の関に来 初め 旅行 続 て行く決心をする。そしてこの白河の関同様、能因法師や西行法師が足跡を残したと伝えられている象潟も芭蕉は訪れて、最終には敦賀の種の浜に立ち寄っ 、 「潮染むるますほの小貝拾ふとて色の浜とは言ふにやあるらん」 （山家集 雑
　
一一九四番）
に因んで、芭蕉は「波の間や小貝にまじる萩の塵」 （細道）を吟じている。　
奥の細道旅行の種の浜から先の、芭蕉の詠句は全く見ら
れない。敦賀から大垣まで 約二十里（
80㎞）の道
みち
程のり
、当
然木之本・春
すい
照しょう
・関ヶ原のコースを取って、大垣に入って
いると思われるが、この間 芭蕉の詠句は、奥 細道 は全く収録されていない。この事につ て『おく ほそ道を歩く・大垣』 （角川書店） は、この区間 芭蕉 詠句が
一句もない事を、 「芭蕉にとって千年以上前の壬申の乱はあまりに遠く、百年も経たない関ヶ原の合戦は、あまりにも生々し過ぎて、句作にならなかった」と記しているが、貞享元年の野ざらし紀行の旅行では、 常磐御塚で、 「義朝の心に似たり秋の風」と吟じ、不破の関では「秋風や藪も畠も不破の関」と吟じている。敦賀・大垣間は、 西行法師の歌も、 能因法師の歌 全く詠まれていない。従って奥の細道旅行に関する芭蕉の関心 敦賀種の浜までで、奥の細道旅行の行程の始まりと結びは 白河の関に始まって敦賀種の浜で結ばれると べきではなかろうか。　
松尾芭蕉の奥の細道旅行における敦賀宿泊の目的は、勿
論種の浜の西行法師歌枕を訪ねる事にあったが 芭蕉には更にもう一つの宿泊 目的があった。それは気比の松原から、八月十五夜 月を鑑賞する事 あった。　
敦賀の気比の 原は、駿河国三保の松原・筑前国虹の松
原と共に 日本三大松原と言われ 月 鑑賞す いう事は、松尾芭蕉の俳諧活動における最も重要な活動の一つであって、貞享四年（１６８７）八月の鹿島紀 、元禄元年（１６８８）八月の更科紀行は、共に八月十五夜の月の鑑賞を目的としている。　
芭蕉は八月十五夜の気比 松原 月の鑑賞の為に、前日
の八月十四日敦賀到着 いう時間調整を行って 宿に泊ったのであったが、その八月十四日は殊更に月が晴れて、芭
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蕉は 「国〴〵の八景更に気比の月」 （荊口句帳） と詠み、 国々には近江八景とか伊賀の八景とか、八景と称する様々な美観を呈する場所があるが、この気比の海や気比神宮の上に出る月の美観は殊更であると興奮して、宿の主人に「明日の夜もかくあるべきや」と言ったところ、宿の主人は「越路のならひ、猶明夜の陰晴は り難し」と言って、芭蕉の不安を
煽あお
る。案の定翌十五日は終日降雨で、 「名月や北国
日和定めなき」の句 芭 得た。　
松尾芭蕉は八月十四日の夜、宿の主人に勧められて、気
比神宮に夜参しているが この気比神宮参詣も、敦賀宿泊目的の一つだったのではな ろうか。松尾芭蕉が気比神宮についての知識を、どれ程心得ていたかどうか 不明であるが、逸文越前国風土記に「風土記に云 く、気比の神宮は宇佐と同体なり。八幡は応神天皇 垂跡、 の明神は仲哀天皇の鎮座なり。 」と記されていて、気比神宮が宇佐神宮と同体であるという事から 気比神宮は八幡 社系統、即ち両部神道系統であり、芭蕉は逸文越前国風土記 内容を心得ていて、心置きなく気比神宮 詣する事 出来のではないかと思われる。　
幾度も述べる事であるが、松尾芭蕉の旅行は西行法師の
旅行あっての旅行であっ 西行法師の旅行がなか としたら、また芭蕉が敬愛する西行法師の存在がなかったと
したら、芭蕉の旅行は大きく様変わりしていたのではなかろうか。いや、芭蕉の旅行そのものが存在しなかったかもしれない。　
松尾芭蕉の奥の細道旅行の北限は象潟であるが、芭蕉は
西行法師の陸奥での足跡を辿って、更に北方に足を伸ばしたかったのではな ろうか。幻住庵記（米沢家本）に「猶
なほ
うとふ啼
なく
そとの浜辺より、 ゑぞが千
ち
しまをみやらむまでと、
しきりにおもひ
立たち
侍はべ
る」 （
善う
知と
烏う
の鳴く外の浜辺から、
蝦え
夷ぞ
の千島を眺めやる所まで行きたいものだとしきりに心が
逸った）と記されている。外の浜は卒都の浜とも表記し、津軽半島中央部にあって、陸奥湾に面しており、西行法師の歌枕である。しかし芭蕉の健康を気遣って曽良に止められている。　
元禄三年（１６９０）四月六日から七月二十三日まで
松尾芭蕉の幻住庵滞留は、前述の如く膳所の門人菅沼曲翠が芭蕉の健康を気遣って、芭蕉の四国行脚の思いをとどまらせた事による。 の屋根の雨漏りを防ぎ、垣根の綻びを繕って、芭蕉を幻住庵に留めさせた事が、幻住庵記初稿本に記されている。曽良が奥 細道旅行中、 外浜への旅行を思いとどまらせ、曲翠が芭蕉の四国への旅行を思いとどま は、共に芭蕉によ て幻住庵記に記されているが、芭蕉がこの幻住庵記に書きとどめた事は芭蕉の二人に対する愚痴にも思え が、芭蕉 健康を気遣
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う二人の門人の心遣いに感謝の気持ちを表す芭蕉の心遣いだったのではなかろうか。勿論西行法師行脚全行程を旅する松尾芭蕉の、無念 気持ちも表わされている。西行法師の足跡を辿る事が、松尾芭蕉の旅行の目的の全てであった事も色濃く表現している。　
再度述べる事になるが、松尾芭蕉の六回以上の伊勢神宮
参詣は、勿論松尾芭蕉の伊勢神宮に対する厚い信仰からではあるが、西行法師の六年間 伊勢滞留なくしては果たし得なかった事と思われる。参考文献
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